
隠

岐

島

考

古

地

理

的

概

観

の

田

中

豊

治

付

論

点

隠
岐
島
に
お
け
る
芳
古
学
的
研
究
は
大
正
の
初
期
に
島
内
の
神
職
を
中
心
と
し
て
調
査
が
す
す
め
ら
れ
、
古
墳
時
代
を
中
心
と
し
て
石

器
時
代
に
及
ぶ
資
料
が
蒐
集
せ
ら
れ
、
知
夫
郡
西
の
島
町
焼
火
神
社
宮
司
の
松
浦
静
麿
氏
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
日
本
石

器
時
代
遺
物
発
見
地
名
表
(
第
五
版
)
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
に
入
り
、
島
内
の
教
員
、
特
に
藤
田
一
枝
、
国
邑
二
枝
の
両
兄
弟
に

よ
っ
て
系
統
的
な
調
査
が
す
す
め
ら
れ
莫
大
な
資
料
が
両
氏
の
私
宅
に
所
蔵
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
に
い
た
り
両
氏
の
蒐

集
品
を
基
礎
に
し
て
島
根
大
学
の
山
本
助
教
授
、
関
西
大
学
の
末
永
博
士
、
国
学
院
大
学
の
大
場
博
士
等
の
研
究
が
す
す
め
ら
れ
た
。
そ

隠岐島の考古地理的概観

の
研
究
結
果
は
遠
か
ら
ず
発
表
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
現
在
未
刊
で
あ
る
。
な
お
隠
岐
高
校
を
中
心
と
す
る
隠
岐
郷
土
研
究
会
の
古
墳
分

布
の
調
査
は
十
数
年
に
亘
っ
て
綿
密
に
進
め
ら
れ
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

本
文
に
お
い
て
は
主
と
し
て
遺
跡
の
分
布
を
中
心
と
し
て
隠
岐
島
の
考
古
学
上
の
問
題
点
を
検
討
し
て
見
る
事
に
す
る
。

!こ)

黒
耀
石
産
地
と
し
て
の
躍
岐
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隠
岐
の
先
史
時
代
の
遺
跡
は
現
在
の
知
識
で
は
縄
文
前
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
得
る
、
藤
田
、
回
邑
両
氏
の
蒐
集
品
を
中
心
に
し
て
隠
岐

に
お
け
る
先
史
編
年
を
作
製
し
て
見
る
と
第
一
表
の
如
く
に
な
る
。
本
表
は
藤
田
氏
試
案
を
山
本
、
末
、
氷
両
教
授
が
検
討
し
、
そ
の
確
認
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を
得
た
も
の
で
あ
る
。

(
①
印
が
最
大
の
密
度
を
示
し
、
以
下
丸
の
大
小
に
密
度
が
比
例
す
る
。
)

隠岐における先史編年
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第
一
表
に
示
し
た
隠
岐
の
縄
文
遺
跡
は
後
述
す
る
如
く
多
数
の
黒
耀
石
の
石
器
止
を
包
含
し
て
い
る
。
石
器
時
代
の
利
器
の
素
材
黒
耀
石

の
産
地
は
北
海
道
の
十
勝
地
方
、
信
州
和
田
峠
、
九
州
阿
蘇
、
姫
島
、
箱
根
、
隠
岐
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
元
来
と
の
石
は
ア
ル
カ
リ
石

英
粗
面
岩
(
流
紋
岩
と
過
称
さ
れ
て
い
る
〉
の
溶
岩
が
噴
出
す
る
時
に
爆
発
的
な
噴
火
の
場
合
に
瞬
間
的
な
冷
却
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る

も
の
で
山
陰
地
方
に
お
い
て
は
隠
岐
以
外
に
こ
の
岩
石
の
分
布
は
な
い
。
隠
岐
に
あ
っ
て
は
島
後
の
西
半
分
が
こ
の
流
紋
岩
の
被
覆
地
域

で
あ
る
が
、
黒
耀
石
生
成
要
因
た
る
爆
発
的
な
噴
火
を
な
し
た
地
域
は
爆
裂
火
口
の
跡
で
あ
る
都
万
村
の
油
井
の
池
の
マ

l
ル
と
五
箇
村

の
中
畑
、
福
浦
、
代
、
久
見
等
の
西
北
島
後
と
西
郷
町
の
東
南
隅
の
津
井
地
区
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
地
域
で
は
流
紋
岩
質
の
凝
灰
岩
層
の

中
に
黒
耀
石
が
は
さ
ま
れ
て
い
て
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
産
出
す
る
。
五
箇
村
福
浦
の
黒
崖
は
黒
耀
石
の
断
崖
(
。

Z
E
Eロ
の
出
向
)

で
あ
る
。
津
井
の
池
東
部
の
断
崖
に
は
黒
耀
石
が
帯
状
に
な
っ
て
狭
ま
れ
た
露
出
が
大
規
模
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
倍
、
山
陰
地
方
の
黒

耀
石
の
供
給
源
は
何
所
で
あ
っ
た
か
、
距
離
的
に
は
隠
岐
が
も
っ
と
も
近
い
位
置
に
あ
り
、
本
土
と
の
交
通
が
一
日
行
程
以
内
の
帆
走
可

能
な
地
域
(
八

O
粁
)
で
あ
る
の
で
山
陰
地
方
の
黒
耀
石
の
供
給
地
域
は
隠
岐
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
而
し
て
山
陰
各
地
に
縄
文
遺
跡

隠岐島の考古地理的概観

が
あ
っ
て
、
隠
岐
に
な
い
と
い
う
事
程
不
合
理
な
話
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
疑
問
は
西
郷
町
宮
尾
地
区
を
初
め
と
し
、
第
一
表
に
掲

げ
た
地
区
の
縄
文
遺
跡
の
発
見
に
よ
っ
て
続
々
解
決
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

尉

遺

跡

"'" 員

尾

昭
和
二
十
二
年
、
藤
田
一
枝
発
見
、
石
皿
、
敵
石
、
石
匙
、
石
斧
、
石
鎖
、
石
錘
等
の
石
器
多
数
。
敵
石
に
は
中
の
凹
み
不
明
瞭
、
石

鉱
は
正
三
角
形
の
も
の
が
主
で
あ
る
。
土
器
は
大
型
深
鉢
形
で
口
縁
部
か
ら
底
部
に
い
た
る
線
が
直
線
的
で
、
底
部
は
全
部
円
底
で
あ

51 

る
。
器
紋
は
条
痕
紋
と
竹
管
紋
、
員
殻
紋
、
鋸
歯
状
紋
、
瓜
形
紋
が
主
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
縄
文
前
期
の
特
色
を
有
す
る
。
現
地
は
西
郷
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湾
内
の
浅
海
に
面
し
た
丘
陵
斜
面
で
あ
る
が
海
岸
が
自
然
的
並
に
人
工
的
に
侵
蝕
変

形
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
今
後
浅
海
底
の
渚
附
近
を
精
査
す
れ
ば
尚
若
干
の
遺
物
発
見

西郷湾頭の縄文遺跡

が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

制

荒

尾
、
岩
井
薄

石
器
は
宮
尾
と
同
型
の
も
の
が
多
い
が
土
器
は
大
部
変
化
し
て
、
器
形
は
曲
線
が

多
く
な
り
、
丸
味
を
帯
び
、
底
部
は
平
底
と
な
る
。
瓜
紋
は
僅
か
で
縄
文
が
主
と

第一関

な
る
。
羽
状
縄
文
が
あ
ら
わ
れ
る
。
縄
文
中
期
と
推
定
す
る
。

伺

だ

り

ま

く

岬
の
玄
武
岩
台
地
の
北
部
、
飯
の
山
北
部
の
珪
藻
土
丘
陵
に
相
対
す
る
地
域
の
海
岸
で
石
器
は
前
二
地
区
と
同
様
の
も
の
を
産
す
る
が

土
器
の
出
土
は
僅
か
で
あ
る
。
無
紋
の
も
の
が
割
合
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
後
期
l
晩
期
と
推
定
す
る
。

肘

湊

島
後
北
端
の
西
郷
町
中
村
湊
地
区
よ
り
西
村
地
区
に
い
た
る
大
峯
山
の
東
北
麓
丘
陵
地
帯
、
昭
和
二
十
九
年
に
農
道
設
置
の
時
発
見
。

昭
和
三
十
一
年
以
来
関
大
の
末
永
博
士
発
堀
調
査
し
、
近
く
研
究
報
告
刊
行
の
は
ず
、
晩
期
遺
跡
と
目
さ
れ
て
い
る
。



制

郡

山

郡
山
は
島
前
海
土
村
の
諏
訪
湾
に
面
す
る
内
海
正
陵
地
帯
で
遺
跡
は
回
巴
ニ
枝
氏
の
発
見
、
後
期
か
ら
晩
期
に
位
す
る
土
器
を
産
す

る

的

断
片
的
石
器
、
土
器
出
土
地

第
一
は
西
郷
湾
東
岸
の
金
峯
山
麓

i
津
井
に
い
た
る
海
岸
で
石
器
出
土
。
第
二
は
重
栖
湾
周
辺
、
と
の
地
区
は
五
箇
村
小
学
校
か
ら
北

方
に
い
た
る
地
域
で
石
器
が
断
片
的
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
今
津
で
石
器
が
出
て
い
る
。
第
四
は
島
後
東
端
の
布
施
小
学
校
近
辺

で
、
石
器
の
発
見
が
あ
る
が
前
地
域
同
様
極
め
て
量
的
に
僅
少
で
あ
る
。

尚
、
隠
岐
島
後
の
西
部
は
前
述
の
如
く
流
紋
岩
の
被
覆
地
域
で
あ
る
か
ら
当
然
い
た
る
所
に
黒
耀
石
の
産
出
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
石

隠岐島の考古地理的概観

鏑
類
似
の
断
片
は
処
々
に
散
布
し
て
い
る
の
で
従
来
し
ば
し
ば
不
用
意
に
石
銀
、
石
匙
等
の
判
定
が
行
わ
れ
た
傾
向
が
あ
る
の
で
今
後
の

研
究
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

会

古

墳

布

側

隠
岐
に
お
い
て
は
遺
跡
分
布
上
弥
生
武
文
化
の
遺
跡
は
極
め
て
不
明
瞭
で
縄
文
文
化
か
ら
直
ち
に
古
墳
文
化
に
移
行
し
て
行
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
疑
わ
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。
西
郷
湾
西
部
か
ら
下
西
地
区
に
か
け
て
の
地
区
と
、
海
土
村
郡
山
地
域
で
は
弥
生
式
土
器
か
と
思

53 

わ
れ
る
も
の
の
発
見
も
あ
っ
た
が
確
認
に
い
た
っ
て
い
な
い
。



54 

古
墳
の
分
布
は
戦
後
隠
岐
高
校
郷
土
班
の
活
動
と
隠
岐
郷
土
研
究
会
が
昭
和
三
十
年
来
、
地
区
毎
に
連
続
的
に
行
っ
た
分
布
調
査
で
略

そ
の
大
略
は
判
明
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
五
月
、
筆
者
は
島
根
県
教
育
委
員
会
よ
り
隠
岐
島
の
古
墳
分
布
の
報
告
を
求
め
ら
れ
た
の
で
従

来
の
個
別
的
発
見
を
一
つ
一
つ
現
地
に
つ
い
て
調
査
し
確
認
し
た
。
そ
の
結
果
を
集
約
す
る
と
第
二
図
の
示
す
よ
う
な
結
果
と
な
る
。

島
前
地
区
の
分
布
:
:
:
島
前
は
玄
武
岩
の
舘
岩
台
地
で
水
田
は
海
土
中
部
低
地
地
区
と
黒
木
の
中
部
低
地
地
区
に
開
げ
る
外
は
一

O
C

米
内
外
の
高
度
を
有
す
る
丘
陵
地
で
現
在
は
「
牧
畑
」
に
利
用
さ
れ
て
い
る
草
原
地
域
で
あ
る
。
海
土
、
黒
木
の
古
墳
は
水
田
地
に
臨
む

台
地
面
上
に
立
地
じ
て
い
る
が
浦
郷
、
知
夫
は
水
田
の
極
め
て
す
く
な
い
地
域
で
、
古
墳
の
立
地
も
海
辺
近
く
、
或
は
丘
陵
の
頂
上
部
と

言
っ
た
地
区
で
内
地
の
古
墳
の
立
地
と
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
す
る
。
浦
郷
の
内
海
に
面
す
る
珍
崎
、
赤
之
江
の
古
墳
、
知
夫
の
古
墳
は

-
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第二図

隠、岐における古墳の分布(1点)基を示す



恐
ら
く
は
農
耕
生
活
者
の
も
の
で
な
く
漁
業
生
活
者
の
そ
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
知
夫
の
最
西
地
区
に
位
す
る
俗
称
「
猶
ケ
岩

屋
」
古
墳
は
溶
岩
台
地
面
に
位
置
し
‘
現
在
の
集
落
か
ら
は
三
粁
は
な
れ
た
孤
立
的
位
置
に
あ
り
、
そ
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
如
何
な

る
要
因
が
主
と
な
っ
た
も
の
か
興
味
あ
る
課
題
を
内
包
し
て
い
る
。
古
墳
の
形
態
を
み
る
と
知
夫
八
基
古
墳
の
う
ち
横
穴
古
墳
四
、
円
墳

四
、
出
土
品
は
祝
部
土
器
を
主
と
し
て
い
る
。
土
師
器
は
見
ら
れ
な
い
。
滞
郷
地
区
の
古
墳
は
全
部
横
穴
で
あ
る
。
黒
木
地
区
で
は
十
二

基
の
う
ち
七
基
横
穴
、
五
基
円
墳
で
あ
る
。
海
土
地
区
の
水
田
地
帯
の
古
墳
は
円
墳
が
主
で
横
穴
は
外
海
に
面
す
る
御
波
古
墳
と
北
部
丘

返
地
区
の
二
、
三
の
古
墳
に
限
ら
れ
て
い
る
。

島
後
地
区
の
古
墳
は
図
、
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
大
体
四
集
団
に
別
れ
て
い
る
。
西
郷
地
区
、
五
箇
地
区
、
都
万
地
区
、
加
茂
地
区
の

そ
れ
で
あ
る
。

西
郷
地
区
の
古
墳
の
立
地
は
八
尾
川
沖
積
平
野
に
臨
む
台
地
面
上
に
分
布
す
る
も
の
が
そ
の
大
部
を
し
め
円
墳
が
主
で
あ
る
。
前
方
後

円
は
明
瞭
な
も
の
四
基
を
算
す
る
。
平
神
社
古
墳
、
子
安
神
社
古
墳
、
二
宮
神
社
古
墳
、
玉
芳
酢
神
社
西
部
古
墳
で
あ
る
。
現
在
い
ず
れ

隠岐烏の考古地理的概観

も
古
墳
の
位
置
に
神
社
が
存
在
し
て
い
る
。
平
神
社
古
墳
は
現
在
隠
岐
で
発
見
さ
れ
て
い
る
古
墳
中
最
大
の
も
の
で
長
径
五
十
米
を
算

し
、
後
円
部
の
高
さ
は
約
五
米
で
あ
る
。
本
古
墳
は
隠
岐
高
校
郷
土
ク
ラ
ブ
生
徒
に
よ
っ
て
発
見
せ
ら
れ
平
板
測
量
も
行
わ
れ
た
。
前
方

部
か
ら
円
筒
埴
輪
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
隠
岐
の
古
墳
は
未
発
堀
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
埴
輪
の
発
見
せ
ら

れ
た
の
は
本
古
墳
の
み
で
あ
る
。

西
郷
湾
南
岸
の
く
だ
り
ま
地
区
の
古
墳
は
全
部
横
穴
古
墳
で
桂
藻
土
の
丘
陵
を
堀
っ
て
作
製
さ
れ
て
い
る
。
分
布
図
に
は
四
基
の
み
示

し
た
が
実
数
は
二
十
基
を
こ
え
て
い
る
。
現
在
鉱
業
会
社
に
よ
っ
て
珪
藻
土
は
工
業
用
原
料
と
し
て
採
堀
さ
れ
て
い
る
の
で
古
墳
は
次
々

55 

と
消
滅
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
古
墳
中
最
大
の
横
穴
の
内
部
に
は
ア
ザ
ラ
シ
と
見
ら
れ
る
動
物
と
名
称
不
明
の
魚
類
と
漁
網
、
女
体
と
思
わ
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れ
る
人
物
が
一
刻
ま
れ
て
い
て
西
田
宜
二
郎
博
士
の
日
本
文
化
史
に
早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
と
の
壁
画
の
大
半
は
脱
落
し
、
現

在
は
そ
の
痕
跡
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
横
穴
立
地
地
域
は
西
郷
湾
に
面
す
る
入
江
の
奥
で
飯
の
山
の
山
腹
に
あ
る
の
で
島
民
は
「
飯
の
山

古
墳
」
と
称
し
て
い
る
。
附
近
に
は
水
田
は
存
在
せ
ず
玄
武
岩
の
溶
岩
台
地
が
直
ち
に
海
に
せ
ま
っ
て
い
る
の
で
恐
ら
く
漁
業
生
活
者
の

古
墳
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

加
茂
地
区
の
古
墳
は
殆
ど
円
墳
で
加
茂
湾
の
突
端
に
あ
る
船
島
の
古
墳
は
流
紋
岩
の
山
脚
の
稜
線
上
に
列
状
を
な
し
分
布
し
て
い
る
。

こ
の
古
墳
群
は
末
永
博
士
に
よ
っ
て
発
堀
研
究
さ
れ
て
い
る
。

都
万
の
古
墳
は
立
地
上
面
白
い
分
布
を
示
し
て
い
る
。
流
紋
岩
の
蕗
岩
性
の
山
地
の
裾
に
第
三
紀
層
の
頁
岩
の
正
陵
が
分
布
し
、
古
墳

は
と
の
丘
陵
の
斜
面
に
は
横
穴
、
平
坦
面
上
に
は
円
墳
が
立
地
し
、
海
岸
よ
り
横
穴
地
区
、
円
墳
地
区
、
横
穴
地
区
、
円
墳
地
区
と
交
互

に
地
形
の
変
化
に
従
っ
て
分
布
す
る
。

五
箇
地
区
の
古
墳
は
主
と
し
て
童
栖
川
の
沖
積
平
野
に
臨
む
丘
陵
地
帯
に
分
布
し
、
北
方
の
第
三
紀
層
の
頁
岩
地
区
に
は
横
穴
が
集
団

的
に
分
布
す
る
。
美
々
津
の
丘
陵
面
に
は
集
団
的
に
円
墳
が
分
布
し
て
い
る
。
郡
か
ら
苗
代
聞
に
い
た
る
二

O
O米
の
山
地
の
稜
線
上
に

は
円
墳
が
分
布
し
て
い
る
。

中
地
区
に
は
現
在
の
所
三
基
、

久
見
に
は
二
基
程
の
円
墳
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

隠
岐
全
島
の
古
墳
の
分
布
を
図
化
し
て
見
て
大
観

的
に
は
西
郷
地
区
が
最
も
高
密
度
の
分
布
を
示
し
て
い
る
事
が
読
み
と
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
で
五
箇
、
都
万
と
な
る
。
現
在
の
集
落
、
耕

地
の
分
布
か
ら
見
る
と
、
五
笛
、
都
万
聞
の
沿
海
地
帯
に
は
那
久
、
油
井
、
福
浦
等
の
水
田
地
帯
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
集
落
が
発
達
し
て

経
済
力
も
充
実
し
て
い
る
が
、
古
墳
分
布
上
か
ら
見
る
と
か
な
り
精
査
し
て
見
た
が
一
基
も
発
見
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
文
、
西
郷
、
五
箇

地
区
は
そ
れ
ぞ
れ
八
尾
、
重
栖
の
両
河
川
の
沖
積
平
野
を
後
背
地
と
し
て
発
達
し
た
農
業
地
域
で
そ
の
下
流
部
に
は
集
団
的
に
古
墳
分
布



は
認
め
ら
れ
る
が
そ
の
立
地
の
限
界
は
海
岸
よ
り
四
粁
以
内
の
地
区
に
限
ら
れ
て
い
る
。
特
に
八
尾
川
流
域
の
場
合
現
在
の
水
田
地
域
は

沿
岸
沖
積
平
野
が
連
続
し
十
二
粁
に
わ
た
っ
て
帯
状
に
発
達
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沿
海
三
粁
以
内
の
地
区
に
し
か
存
在
し
な

ぃ
。
す
な
わ
ち
、
隠
岐
の
古
墳
は
沿
海
的
な
分
布
を
示
し
て
い
る
と
言
う
事
が
出
来
る
。

更
に
古
墳
成
立
の
時
期
を
検
討
し
て
み
る
と
横
穴
は
古
墳
後
期
の
特
色
を
一
示
し
、
円
墳
も
現
在
ま
で
の
発
掘
調
査
の
結
果
判
明
し
た
所

で
は
こ
れ
ま
た
後
期
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
出
土
ロ
聞
が
土
器
の
場
合
は
祝
都
土
器
が
絶
対
多
量
を
し
め
、
土
師
器
の
出
土
は
久
見
古
墳

を
除
h
V
川
て
は
極
め
て
す
く
な
い
。
且
つ
、
埴
輸
の
発
見
さ
れ
た
の
は
平
神
社
の
前
方
後
円
墳
一
基
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
質
は
組
雑

で
あ
る
。

隠
岐
島
の
古
墳
が
島
内
の
生
産
力
の
拡
大
に
伴
っ
て
生
じ
た
在
地
豪
族
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
そ
れ
は
本
土
に
お
け
る
場
合
の
よ
う

に
段
階
を
追
っ
て
逐
次
に
充
実
し
た
地
域
経
済
の
充
実
発
展
に
伴
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
言
う
こ
と
は
疑
わ
し
い
。
何
故
な
ら
殆
ど
す
べ
て

の
古
墳
が
後
期
の
も
の
で
立
地
的
に
も
必
ず
し
も
農
業
生
産
地
域
と
〕
致
せ
ず
、
祝
郵
土
器
を
主
と
す
る
本
土
(
恐
ら
く
雲
伯
地
域
)
文

隠岐島の考古地理的概観

化
の
移
入
の
形
態
を
取
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

朝
鮮
本
土
か
ら
の
大
陸
文
化
が
隠
岐
に
直
接
足
跡
を
印
し
た
証
拠
は
現
在
ま
で
の
考
古
学
的
遺
跡
か
ら
は
皆
無
で
あ
る
。
現
在
予
想
さ

れ
る
歴
史
的
推
定
は
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
い
た
る
律
令
体
制
の
整
備
に
伴
っ
て
隠
岐
が
折
か
ら
の
大
陸
関
係
の
国
防
の
前
線
地
と
し
て

大
和
朝
廷
に
重
視
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
政
治
的
軍
事
的
重
要
性
か
ら
急
激
に
発
展
し
、
島
民
自
ら
の
力
で
な
く
、
外
部
の
政
治
的
経
済
的
剰

戟
に
よ
っ
て
成
立
し
て
行
っ
た
隠
岐
の
在
地
勢
力
の
表
現
と
し
て
、
本
土
の
影
響
を
』
つ
け
て
古
墳
の
成
立
が
七
、
八
世
紀
に
行
な
わ
れ
た

57. 

の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。



58 

的

八
世
紀
前
畿
の
隠
岐

古
墳
の
分
布
と
共
に
隠
岐
の
考
古
学
的
遺
跡
と
し
て
看
過
出
来
な
い
も
の
に
「
条
塁
遺
制
」

「
古
寺
祉
」
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
、

筆
者
は
昭
和
三
十
一
年
五
月
号
の
地
理
学
評
論
で
若
干
ふ
れ
た
事
が
あ
る
が
確
認
出
来
る
条
皇
遺
制
と
し
て
五
カ
村
北
方
地
区
と
西
郷
町

下
西
地
区
が
あ
る
。
北
方
地
区
の
地
割
図
は
慶
長
十
八
年
の
北
方
村
御
検
地
絵
図
帳
に
よ
る
も
の
で
縦
、
横
田
米
に
及
ぶ
大
絵
図
で
現
在

五
ケ
地
北
方
金
坂
亮
氏
の
所
蔵
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。と

の
地
区
は
美
々
津
古
墳
群
と
北
方
横
穴
古
墳
群
の
前
面
に
拡
が
る
重
栖
川
下
流
の
水

北方村地割(慶長18年)

団
地
区
で
あ
る
。
現
在
は
近
世
の
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
更
に
整
備
さ
れ
た
地
割
と
な
っ
て

い
る
が
旧
地
割
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
も
う
一
つ
の
条
里
遺
跡
は
西
郷
町
地
区
内

の
下
西
、
平
、
池
田
聞
の
水
田
地
帯
で
地
籍
名
で
は
横
田
、
十
九
遇
、
稲
益
の
地
区
が
と

れ
に
当
る
。
第
四
図
は
現
在
の
地
割
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
区
は
隠
岐
国
府
と

隠
岐
国
分
寺
の
中
間
に
あ
た
り
、
隠
岐
島
最
大
の
水
団
地
帯
に
あ
た
り
、
条
星
施
行
が
実

第三図

施
さ
れ
た
と
す
れ
ば
当
然
そ
の
中
心
と
な
る
べ
き
地
区
で
あ
る
。
筆
者
は
役
場
の
地
籍
図

を
精
査
し
こ
の
地
区
の
地
割
を
確
認
し
、
地
名
上
も
五
反
田
、
坪
等
の
呼
称
を
確
認
し
て

い
る
。
も
っ
と
広
い
地
区
に
亘
っ
て
当
然
分
布
が
存
在
す
べ
き
で
あ
る
が
、
八
尾
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
他
の
地
区
は
消
滅
し
た
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
地
に
残
る
旧
河
道
、
自
然
堤
防
等
か
ら
理
論
的
に
証
明
出
来
る
事
実
で
あ
る
。

隠
岐
に
お
け
る
古
寺
祉
に
つ
い
て
は
既
に
国
分
寺
は
礎
石
が
現
存
し
、
布
目
瓦
の
出
土
も
あ
り
そ
の
位
置
は
確
認
さ
れ
、
更
に
尼
寺
は



天
平
宝
字
二
年
腿
損
禾
稼
。

和
銅
元
年
隠
岐
国
霧
雨
大
風
、
遺
使
賑
値
之
。

養
老
五
年
隠
岐
隷
出
雲
按
察
使
。

定
諸
配
流
遠
近
之
程
、
伊
豆
、
安
一
一
房
、
常
陸
、
佐
渡
、
隠
岐
、
土
佐
六
国
為
遠
。

天
地
所
祝
、
豊
年
是
好
:
:
:
隠
岐
之
国
租
・
:
威
免
除
之
。

配
流
名
草
直
高
根
女
於
隠
岐
因
。

制
諸
国
公
障
・
・
・
・
・
-
隠
岐
国
三
万
束
。

下
逆
朝
臣
里
山
麻
巴
為
隠
岐
守
。

板
振
鎌
東
・
・
・
・
・
・
転
自
溺
海
相
随
帰
朝
・
・
・
・
・
・
漂
流
十
余
日
着
隠
岐
因
。
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神
亀
元
年

天
平
三
年

天
平
十
四
年

天
平
十
七
年

天
平
宝
字
六
年

天
平
宝
字
七
年

隠
岐
高
校
郷
土
斑
生
徒
の
俗
称
尼
寺
原
一
帯
の
精
密
な
調
査
で
一
九
五
四
年
八
月
西
郷
町
池
田

野
中
十
五
、
十
六
、
十
七
番
地
区
内
で
お
び
た
だ
し
い
布
目
瓦
の
散
布
地
を
発
見
し
た
事
に
よ

西郷町 F西の条理遺制

っ
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。

(
礎
石
の
発
見
は
ま
だ
行
わ
れ
な
い
)
以
上
の
二
寺
の
他
の

西
郷
町
下
西
の
俗
称
ゴ
ン
ト
ク
ジ
、
五
箇
村
郡
の
ゴ
ン
ガ
ジ
か
ら
は
布
目
瓦
、
蓮
弁
の
あ
る
鐙

瓦
が
発
見
さ
れ
特
に
ゴ
ン
ト
ク
ジ
の
位
置
に
は
礎
石
が
九
基
発
見
さ
れ
て
い
る
。

(
瓦
は
隠
岐

高
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
)
こ
の
二
寺
に
つ
い
て
は
記
録
的
に
は
何
等
よ
る
べ
き
も
の
は
な
い

が
恐
ら
く
八
世
紀
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
と
思
わ
れ
る
。

当
時
の
隠
岐
の
歴
史
的
意
義
は
島
内
の
史
料
に
お
い
て
求
む
べ
く
な
く
、
六
国
史
等
に
よ
っ

第四図

て
も
積
極
的
な
地
域
像
は
推
定
出
来
な
い
。
試
に
六
国
史
よ
り
摘
記
し
て
も
次
の
程
度
で
あ

る。
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天
平
宝
字
八
年

斬
坤
勝
伝
首
京
師
・
・
・
・
・
・
独
第
六
子
刷
雄
・
・
・
・
・
・
免
其
死
而
流
隠
岐
国
。

船
親
王
配
流
隠
岐
園
。

(
下
略
)

殆
ん
ど
配
流
の
記
事
と
賑
他
の
記
事
で
あ
る
。

し
か
る
に
側
面
的
資
料
、
例
え
ば
出
雲
風
土
記
等
に
よ
る
と
隠
岐
の
持
つ
史
的
位
置
は
か
な
り
は
っ
き
り
と
そ
の
特
色
を
浮
ぽ
り
さ
れ

て
来
る
。
そ
の
も
っ
と
も
著
し
い
性
格
は
隠
岐
の
持
つ
本
土
防
衛
の
前
線
基
地
の
役
目
で
あ
る
。
天
平
四
年
八
月
に
大
和
朝
廷
は
新
羅
防

衛
の
為
に
山
陰
道
節
度
使
を
任
命
し
、
石
見
、
隠
岐
、
出
雲
、
伯
者
の
四
国
に
動
員
令
を
下
し
た
。
天
平
六
年
の
出
雲
国
計
合
帳
に
見
え

る
節
度
伎
の
符
に
よ
る
と
同
年
二
月
出
雲
閣
と
隠
岐
と
に
凶
揮
を
置
い
た
事
が
見
え
、
翌
年
三
月
両
国
の
蜂
は
そ
れ
ぞ
れ
時
日
を
定
め
て
連

絡
の
調
査
を
せ
し
め
て
い
る
。

出
雲
風
土
記
に
は
防
備
体
制
が
細
か
く
記
述
さ
れ
て
い
る
が
隠
岐
に
お
け
る
様
子
は
何
等
資
料
な
く
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
類
束
三
代
格
に
記
す
寛
平
六
年
九
河
十
九
日
の
隠
岐
国
解
に
は
隠
岐
と
本
土
の
連
絡
を
迅
速
な
ら
し
め
る
た
め
蜂
の
充
実
を
朝

廷
に
要
請
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
の
で
隠
岐
が
前
線
基
地
と
し
て
自
ら
も
意
識
し
、
又
中
央
政
府
に
よ
っ
て
も
そ
の
よ
う
に
重
視
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
延
暦
以
後
し
ば
し
ば
六
国
史
に
隠
岐
の
国
防
記
事
が
登
場
し
て
来
る
。
例
え
ば
大
同
四
年
に
国
府
役
人
の
増
員
、
承

和
か
ら
天
慶
年
聞
に
か
け
て
隠
岐
の
諸
神
社
に
対
す
る
度
々
の
贈
位
は
新
羅
に
対
す
る
国
防
関
係
の
緊
張
に
よ
る
も
の
で
神
助
を
願
っ
て

の
事
で
あ
る
。

更
に
隠
岐
の
国
防
関
係
の
記
事
は
六
国
史
に
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

貞
観
七
年
1
l新
羅
賊
兵
、
常
窺
間
際
、
宜
令
能
登
、
因
幡
:
:
:
隠
岐
:
:
:
班
幣
於
邑
境
諸
神
以
祈
鎮
護
之
殊
効
。

貞
観
九
年
五
月

l
l造
八
幡
四
天
王
像
五
舗
、
各
一
舗
、
下
伯
番
、
出
雲
、
石
見
、
隠
岐
、
長
門
等
国
:
:
:
建
立
仁
洞
、
安
置
尊
像
、
諸
国
令
寺
及
郡



内
線
行
精
進
僧
四
口
、
各
当
像
前
依
最
勝
王
経
、
四
天
王
護
国
口
問
:
・

貞
観
十
一
年
1
1置
考
師
一
員

貞
観
十
二
年
l
l下
知
因
幡
、
伯
番
、
出
雲
、
石
見
、
隠
岐
等
修
守
禦
之
具
罵
。

同
年

f
l写
鼓
吹
司
陣
法
式
一
通
賜
隠
岐
国
宰
、
申
請
也
。

貞
観
十
五
年
l
l
兵
革
成
変
:
:
:
石
見
、
隠
岐
、
:
:
:
戒
厳
兵
卒
、
備
之
不
虞
。

元
慶
二
年
l
l
a同
因
幡
:
:
:
隠
岐
:
:
:
諸
国
、
調
習
人
兵
、
修
繕
恭
械
、
戒
慎
斥
使
、
国
護
要
害
、
:
:
:
帰
依
神
仏
、
亦
須
境
内
群
神
班
幣
、
於
四
天

王
像
前
、
修
調
伏
法
:
:
:
。

天
慶
三
年
|
|
隠
岐
国
言
上
、
兵
庫
震
動
。

(
下
略
)

こ
の
よ
う
な
記
事
は
天
慶
五
年
ま
で
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
て
来
る
。

八
世
紀
よ
り
十
世
紀
に
か
け
て
の
隠
肢
が
中
央
政
府
の
印
象
に
強
く
映
じ
た
の
は
配
流
地
と
し
て
と
国
防
前
線
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

尚
、
隠
岐
国
式
内
社
十
六
座
の
う
ち
大
四
座
、
小
十
二
座
で
大
の
し
め
る
比
重
が
大
で
あ
る
。
山
陰
各
地
の
例
で
は
出
雲
国
八
七
座
大
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二
座
、
因
幡
国
五
十
座
大
一
座
、
石
見
国
三
回
座
大
な
し
、
伯
者
国
六
座
大
な
し
で
あ
る
。
隠
岐
の
大
四
座
は
六
国
史
の
記
事
か
ら
み
る

と
全
く
国
防
上
の
霊
験
に
よ
っ
て
大
に
列
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
筆
者
は
隠
岐
が
古
代
に
お
い
て
如
何
な
る
歴
史
的
位
置
を
国
史
上
に
お
い
て
・
占
め
て
い
た
か
を
検
討
し
た
。
隠
岐
の
古
墳
の
成
立

も
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
環
境
を
度
外
視
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

倍
、
最
後
に
か
か
る
歴
史
的
環
境
の
中
に
お
い
て
隠
岐
に
古
墳
を
成
立
せ
し
め
た
豪
族
と
は
一
体
如
何
な
る
氏
族
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、

筆
者
は
と
れ
を
探
尋
す
る
手
が
か
り
と
し
て
隠
岐
国
正
税
帳
に
掲
げ
ら
れ
た
官
人
の
氏
名
を
重
視
し
た
い
。
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隠
岐
に
関
す
る
具
体
的
な
歴
史
的
文
献
は
正
倉
院
文
書
、
天
平
四
年
の
隠
岐
国
正
税
帳
で
あ
る
。
沢
田
吾
一
氏
の
文
献
的
研
究
「
奈
良
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時
代
民
政
経
済
の
数
的
研
究
」
に
よ
っ
て
既
に
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
隠
岐
島
史
の
資
料
と
し
て
昭
和
三
十
三
年
に
宮
内
省
に
・
依

頼
し
、
正
倉
院
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
よ
り
全
文
写
莫
複
写
資
料
を
与
え
ら
れ
た
の
で
も
っ
と
も
確
実
な
調
査
を
す
る
と
と
が
出
来
た
c

先
ず
智
夫
郡
(
現
在
刺
夫
郡
と
書
く
)

の
部
の
最
後
に
「
郡
司

大
領
外
正
八
位
上
勲
十
二
等
、
海
部
諾
石
、

主
帳
外
大
初
位
上
勲

十
二
等

服
部
在
馬
」
と
あ
り
、
海
部
郡
(
現
在
海
士
郡
と
書
く
)

の
条
に
は
「
郡
司

、
小
領
外
従
八
位
下

阿
曇
三
雄
」
と
あ
り
、

周
吉
郡
(
現
周
吉
郡
)
の
条
に
は
「
郡
司
、
大
領
外
正
八
位
上
勲
十
二
等

大
私
直
莫
継
」
と
あ
り
、
役
道
郡
(
現
穏
地
郡
:
:
:
役
道
は

伊
未
自
と
訓
じ
て
あ
る
の
で
イ
ミ
チ
と
訓
む
)

の
条
に
は
「
郡
司
、
大
領
外
従
八
位
上
、
大
伴
部
大
倉
、
小
領
外
従
八
位
下
勲
十
二
等

磯
部
直
万
得
」
と
あ
り
、
隠
岐
島
在
地
の
勢
力
者
の
出
自
が
よ
み
と
れ
る
。
こ
の
氏
名
で
注
目
す
べ
き
事
は
「
海
部
・
阿
曇
・
磯
部
」
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
等
は
い
ず
れ
も
海
人
族
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
律
令
制
施
行
と
共
に
在
地
の
豪
族
が
郡
司
と
し
て
任
用
さ
れ
た
事
は
国
史

の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
り
と
せ
ば
隠
岐
の
在
地
の
豪
族
の
よ
っ
て
立
っ
た
生
産
の
地
盤
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
勿
論
農
耕
時
代

に
た
っ
て
の
弥
生
期
以
降
は
水
田
耕
作
が
主
体
で
あ
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
農
耕
民
族
の
出
自
は
正
税
帳
に
示
さ

れ
る
氏
姓
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
漁
業
者
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
の
が
正
当
で
あ
ろ
う
。

(
十
一
)

結

TJ 

隠
岐
の
古
代
史
は
資
料
の
面
か
ら
全
く
未
聞
の
ま
ま
で
あ
る
。
近
年
考
古
学
者
の
来
島
調
査
が
あ
っ
た
が
ま
だ
そ
の
結
果
は
未
発
表
で

あ
る
。
か
り
に
発
表
に
な
っ
て
も
恐
ら
く
は
個
々
の
発
堀
調
査
報
告
が
主
体
と
な
る
も
の
と
予
想
せ
ら
れ
る
。
と
の
よ
う
な
時
に
在
地
の

筆
者
逮
が
僅
か
な
資
料
か
ら
た
ど
り
つ
い
た
一
つ
の
仮
説
的
研
究
が
以
上
の
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
篇
は
形
式
の
と
と
の
っ
た
論
文
の

タ
イ
プ
を
と
ら
ず
、

一
つ
の
事
項
か
ら
次
の
事
項
を
関
連
的
に
お
し
す
す
め
て
一
つ
の
仮
定
を
な
し
た
文
章
で
あ
る
。
今
後
隠
岐
は
国
立



公
園
の
指
定
と
相
倹
っ
て
来
島
者
が
急
増
す
る
と
思
う
。
専
門
的
な
立
場
で
隠
岐
島
の
古
代
史
を
追
求
す
る
研
究
者
の
た
め
に
本
文
が
何

等
か
の
足
が
か
り
と
な
れ
ば
幸
で
あ
る
。
尚
本
文
の
記
事
は
今
後
の
研
究
者
に
よ
っ
て
当
然
修
正
改
変
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
特
に

春
秋
に
富
ん
だ
研
究
者
が
筆
者
の
仮
定
を
一
つ
一
つ
事
実
に
基
づ
い
て
改
訂
し
て
正
し
い
隠
岐
の
古
代
史
を
き
づ
き
あ
げ
て
く
れ
る
こ
と

を
祈
っ
て
ぺ
ン
を
お
く
。
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